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例   言

1.本報告書は、坪生携帯 。自動車電話基地局建設事業に伴い、日本コムシス株式会社中国支店との覚

書に基づいて、笠岡市教育委員会が発掘調査を実施した御尊堂遺跡の調査報告書である。

2.御尊堂遺跡は、岡山県笠岡市入田字迫 1626番 地に所在する。

3.発掘調査は、笠岡市教育委員会文化課職員安東康宏・岩崎仁司が担当して、平成8年 6月から7月に

かけて行った。

4.本報告書の編集作成は、安東が笠岡市教育委員会文化課分室において行つた。なお、遺物の整理 。

復元については関藤幹人、写真撮影と図の作成については三原富美子の協力を得た。

5。 本書で示した方位は、特に示さない限り磁北である。遺跡付近の磁北は西偏 6° 40′ を測る。

6.本書の第2図 に使用した地形図は、国土地理院発行の1/25,000地 形図を複製 。加筆・縮小したも

のである。

7.出土遺物および図面 。写真等は、笠岡市教育委員会文化課分室 (笠岡市金浦50-3)に保管し、一部

を笠岡市立郷土館 (笠岡市笠岡5628-20)において展示公開している。

8.土器実測図で表現する中軸線左右の自抜きは、小破片のために口径復元に不確実性があるものを示す。

9。 各蔵骨器には、取り上げ時の整理番号 (第 3・ 4図 )と 、報告書上の遺物番号 (第 6～ 10図 )と があり、

表 1に おいて対比している。
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第 1章 遺跡周辺の歴史的環境

御尊堂遺跡は岡山県笠岡市入田字迫1626番地に所在し、御尊堂と呼ばれる山の頂上部分にある。

笠岡市は岡山県の南西端に位置しており、現在人口約61000人、面積約 136k」 で、西は広島県、南は海

上で香川県に接 している。

笠岡市域において発掘調査 された中世の遺跡には、山陽自動車道の建設に伴って調査が実施された

本谷遺跡 (1)・ 園井土井遺跡 (2)・ 鍛治屋遺跡 (3)な どがある。本谷遺跡では集落跡と墓地、園井土井

遺跡では堀や柵によつて区画された館跡、鍛治屋遺跡では製鉄関連遺物を出土する集落などが検出され

ている。また、市内各所には山城が数多く築城されているが、その城主は中世前半の真鍋氏 。陶山氏か

ら戦国期の小田氏・村上氏等と様々である。

御尊堂遺跡は、伝西光寺跡の‐部と言われているため、ここでは伝西光寺跡も含めて地理的・歴史的

環境を確認しておきたい。伝西光寺跡は、岡山県笠岡市入田と井原市上稲木町との境界線上に位置する。

このあたりは笠岡市の中でも西端部に位置しており、周辺は、小高い山に囲まれた谷のような地形のなか

で集落が展開している。付近には広い平地部はないが、笠岡市東大戸・小平井などの市内中部地域から

西の広島県福山市・神辺町へと通じる東西往来がある。さらに、この東西往来から別れ、北の井原市ヘ

と抜ける南北道もあり、このあたりが、ちょうど笠岡市と福山市 。ネ申辺町 。井原市方面を結ぶ交通の結節

点になっていることがわかる。

その入田地区の周辺では古墳時代以後の遺跡が確認されている。(4)押撫地区にある押撫御塚古墳は

前方後円墳 と伝えられるが、墳丘の形状ははっきりしておらず、詳細は未だ不明である。その他の古墳 と

しては、入田古墳・裸塚古墳などの小古墳がある。また、蛸村遺跡・時末遺跡は鉄滓が採集され、製鉄遺

跡であると考えられている。篠坂にあるきょうく
｀
ろ遺跡は、人頭大の岩石を積んで小丘をなしたもので、経

塚といわれている。さらに、有田の大折には、

須恵器を焼成した窯跡も知られている。

中世の遺跡 としては、城跡が目立ってい

る。御尊堂の北西 2,3 kmに ある陶山氏の

匠ガ城跡、西南西 1.5 kmに あり城関山と呼

ばれる橋氏の仮名沢城跡、南 1.8 kmに ある

小見山氏の入田城跡、南 2.8 kmに ある陶山

氏配下の有田城跡などである。これらの城

跡の存在は、当地が備中と備後の国境で

あると同時に、交通の要衝であったことを

物語つている。御尊堂の南西 l km弱 には、

泉福寺十二坊跡がある。入田・上稲木周

辺を檀家とする西光寺に対 して、篠坂周辺

を檀家としていた寺のようである。

ところで伝西光寺跡は、山麓の各坊をは

じめとして、山頂にまでその施設が展開し

ていたことが今も残る伝承 。地名等により
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第 1図 笠岡市位置図



伺われるが、特に御尊堂遺跡は見晴らしのよい丘陵の頂上に位置し、前述の東西往来はもとより、遠方ま

で広く見渡せる場所にある。地元では、御尊堂の名のとおり、ここに寺の施設があつたとの伝説が伝えら

れていた。遺跡の近くに住む古老によると、昭和初期までは御尊堂の山頂には本が生えておらず、地表に

は五輪塔の1部 も散見されていたと

いう。当時すでに山頂から古い壺や

甕が出土するという話は有名で、近

所の者から遠来の骨董屋まで、様々

な者がやって来ては盗掘を行つたと

いう。現在では、御尊堂山頂は完全

に雑木林となっており、人も寄り付

き難い状況となっていた。

ちなみに現在の西光寺は井原市

下稲木町にある。しかし現在でも、

伝西光寺跡周辺の集落は、西光寺

の檀家とされている。

1.伝西光寺跡 (御尊堂遺跡)2.現在の西光寺 3.匠ガ城跡 4.蛸村遺跡

5.時末遺跡 6.入田古墳 7.裸塚古墳 8.篠坂遺跡 9.仮名沢城跡

10.仁井城跡 11.泉 福寺十二坊跡 12.きょうぐろ遺跡 13.入 田城跡

14 有田城跡 15。 有田貝塚 16 二塚古墳 17.押 撫御塚古墳 18.太 折窯跡

19.太折 1号墳 20.太折2号墳 21.太 折散布地

第 2図 周辺遺跡分布図 (1/50,000)

言主

(1)網 本善光・岩崎仁司「山陽自動車道建設に伴う本谷遺跡」『笠岡市埋蔵文化財発掘調査報告』1 建設省岡

山国道工事事務所 。笠岡市教育委員会 1987年

(2)福 田正継「園井土井遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』70建設省岡山国道工事事務所 。岡山県教

育委員会 1988年

(3) 岡田博・福田正継 。松本和男「鍛治屋遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』70建設省岡山国道工事

事務所・岡山県教育委員会 1988年

(4) 「原始編」『笠岡市史』第 1巻  1983年
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第 2章 発掘調査の経緯と経過

「御尊堂」と呼ばれる山は、地元の入田・篠坂地区では、古くから西光寺跡の一部と伝えられており、

土器や瓦等が出土する場所として認識されていた。

平成7年、地元在住の方から情報を得た笠岡市教育委員会は、翌平成8年 1月 9日、地元の佐藤一士氏

の案内で御尊堂の現地踏査を行い、「伝西光寺跡」の存在を確認することとなった。伝承では御尊堂の山

頂は、西光寺の鐘楼があつた場所と言われていたそうである。

平成8年の春、NTT中 国移動通信網株式会社において坪生自動車電話・携帯電話基地局の建設が計

画され、その候補地として御尊堂 (笠岡市)と 中坊 (井原市)が上げられた。この2カ 所はどちらも伝西光寺

跡の一部であり、事前の調査を必要としていた。協議の結果、御尊堂への建設が決定した。施設の内容

は、鉄塔 。収容函と、それに至る道路である。

笠岡市教育委員会は、6月 10日 ～12日 にかけて御尊堂山頂の確認調査を実施した。調査では、山頂平

坦部のなかで雑木の少ない部分に10× 2mの トレンチを1本設定して掘り下げたところ、表土を剥いだ時

点で蔵骨器が8点出上し、ここが中世の墓地として利用されていたことが半J明 した。

この結果を受けて再び協議が行われ、開発予定地の本発掘調査 (全面調査)が行われることとなった。

本発掘調査は、6月 27日～7月24日にかけて行われた。調査面積は約300ぽである。その結果、調査区全

体から多数の蔵骨器等が出土して、山頂の中世墓地全体の様子が明らかとなうた。

なお、各々の調査は、基地局建設事業を担当する日本コムシス株式会社中国支店と笠岡市教育委員会

が覚書を締結し、これに基づいて行われたものである。

発掘調査の実施にあたつては、事業担当である日本コムシス株式会社中国支店、齊藤証夫氏と、丸紅

建設株式会社広島支店、横田利久氏に、多大なご協力・ご援助を賜つた。

また、調査の実施及び整理にあたつては、下記の方々から有益なご教示・ご助言をいただくとともに、

暖かいご支援をいただいた。記して謝意を表す次第である。

河田嘉夫 佐藤一士 惣津章雄 高田知樹

発掘調査作業に従事していただいた下記の作業員の方々には、遠隔地からの通勤を強いた方々もあり、

真夏日の中で、連日の重労働をしていただいた。ここに合わせて感謝の意を表したい。

倉橋正太 小坂義夫 小寺美知子 古田哲夫 古田豊子

三宅千代子 元家智代子 森ミツエ
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第 3章 発掘調査の概要

第 1節 調査区の概要

地表に堆積する腐葉土を除去し、表土を剥いだ時点で、調査区全体から多数の蔵骨器が検出された。

これらは山頂の土砂が年月とともに流出したため、しだいにむき出しとなっていったのであろう。地元では

この山を「御尊堂」と呼称し、鐘楼の跡とも言われてきたため、何らかの建物跡等の遺構を想定していた

が、予想に反して全く検出されず、丘陵頂部全体が墓地として使用されていたことが判明した。今回の調

査区は、南北約20m、 東西約 16m、 面積約300ぽであり、丘陵頂部の平坦面の大部分が収まっている。

調査前から、丘陵頂部の周囲を幅 1～ 1.5mの 道状平坦面が取り巻いていることが知られていた。特

に西側では残りがよく、円弧を描いて頂部を取り囲んでいるようにも見える。調査区内でもその一部が検

出されたが、この道は墓地への参道の役割を果たしていたものと推察される。したがって、頂上の墓地部

分は、この道と斜面に囲まれた300ぽ程度の範囲に営まれていたものと考えられる。

蔵骨器の配置に目をやると、まず、調査区中央の最も高い部分には、蔵骨器がないという特徴があり、

あるいはこの位置に総供養塔などの特別な役割を担った施設が存在していたことも想定される。調査区

北側では、蔵骨器が中央よりに集中しているのに対して、南側ではそういった傾向は見られず、分散して

配置されている。全体に、亀山焼の甕がやや北よりに、土師質～瓦質の鉢がやや南よりに分布しているが、

意図的なものかどうかはわからない。土器棺墓は調査区南倶1で一列に並ぶように配列されており、一定

の規則性が伺える。
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第 3図 調査区北側の蔵骨器集中部 (1/40)
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第 4図 調査区平面図 (1/70)
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第 2節 火葬蔵骨器

蔵骨器は、調査区全体に分布している。蔵骨器として使用されていたのは備前焼の壺 8点以上 。亀

山焼の甕 14点以上・土師質～瓦質の鉢 10点以上 。土師質～瓦質の羽釜23点以上である。蔵骨器は、地

山を掘り窪めて据え付けているが、その上を覆っていた土は長い年月の間に流失してしまったものが多い。

そのため大部分の蔵骨器が口縁部や肩部が内部に落ち込んだり、粉々の破片となった状態で出土してい

る。完形の状態で出土したのは壺 1(1)と 釜4(32)の 2点 のみである。割れている蔵骨器であつても、原

位置を保つものにはすべて、内部に火葬骨の小片が残存していた。

これらの蔵骨器の中で底部に穿孔が確認される個体は、1・ 6・ 9・ 10・ 11・ 13・ 19・ 28・ 33・ 34・ 35・ 41の

12点である。特に 9と 10では複数の穿孔がみられる。逆に穿孔がなかったことが確認できるものは、5日

18・ 24・ 31・ 32・ 38の 6点である。

蔵骨器の大部分は単独で存在したが、一部に集石や平瓦との関連を伺わせるものもあった。

その他に、30 cm四 方の狭い範囲に火葬骨が集中して出土する地点が3箇所あつた。火葬骨を直接埋葬

したか、木製や布製の蔵骨器を使用していた可能性がある。

1～ 8は、備前焼の壺である。 (第 6図 )

備前焼の壺は8点以上出土した。なかでも、1は完形の状態で出土しており、器高 19。 3 cmを 測る。 3・

607は須恵質を呈している。また、7は 口縁部の破片から、雀口を有する壺であることがわかる。

これらのなかで、6は 内外面とも青灰色の焼 き上がりを示し、肩が張った器形であることから、間壁編

年のⅢ期に、1は 国縁端部を玉縁に作っており、底部が大きく胴の短い特徴があり、間壁編年のⅣ期に比

定されるものと思われる。その他のものも含めて、備前焼の壺はおおむね間壁編年Ⅲ～Ⅳ期の製品ととら

えてよいであろう。

9～ 19は 、亀山焼の甕である。 (第 6・ 7図 )

すべての個体で体部外面には格子ロタタキ、内面には同心円当て具痕やハケメが残っている。9は 、台

石の周囲に角礫を配した石囲いの中から、破片の状態で出土した。集石墓として確認できる唯一の例で

ある。底部には、径 611mの 円孔を3カ 所に穿っている。10は 、内部に空風輪 (87)が落ち込んだ状態で出

土した。底部の四隅と中央に1カ 所ずつ、計 5カ 所に穿穴が施されている。13は 回縁全体が外方へ曲げ

られ、やや水平方向に伸びている。18は 唯一図上で全形を復元できる甕である。これも内部に空風輪

(85)が落ち込んだ状態で出土している。平底で底径 17.8 cm。 体部内面は薄く浅い斜めハケメ調整であ

る。当遺跡中で、この個体以外の甕は、すべて丸底である。19で は、頸部外面に粗い縦ハケメが残る。

その他、図化していないが、甕 11は 、後世に大を埋葬するために掘 られた土墳に破壊 されて粉々になっ

ていた。

これらの甕のなかで、最も古い様相を呈するのは18で ある。平底で、体部中央に最大径があり、日縁

部は厚く、短 く屈曲することなどから、亀山遺跡第3段階 (13世紀後半～14世紀初頭)に位置付けられる

ものと思われる。9e17では、頸部の「く」字状の外反は保たれているが、回縁が若干拡張気味であり、頸

部から口縁部にかけて外面にハケメが施されている点、丸底である点などは新しい要素である。亀山遺

跡第4段階 (14世紀前半～中葉 )、 大村遺跡ではⅢ期前葉とされているものに近い。残る甕の多くは、頸
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部が「 S」 字状にゆるやかに湾曲しているもので、大村遺跡ではⅣ～V期 (～ 16世紀代)と されているもの

である。日縁部が上下に拡張するもの (10・ 15・ 19)と 、ぶ厚い口縁部がそのまま斜め上方に伸びるもの

(11014016)と がある。その中で、赤茶褐色の土師質に近い焼き上がりを示す 14、 頸部外面に施される

ハケメが粗大化している19な どは特に新しい要素を持っている。

20～ 29は、土師質～瓦質土器の鉢である。 (第 8図 )

22と 23の 鉢はいずれも小破片であるが、平瓦に近接 して出土している点が注目される。特に23の 下側

からは、大小 6点の平瓦片が半ば重なりあうように出土しており、これらの瓦が蔵骨器を置く台や蓋などに

利用された可能性も考えられる。草戸千軒町遺跡では、煮沸容器としての使用痕を残す鉢が多く確認さ

れているが、当遺跡出土の鉢には、使用痕を確認できるもはのない。ほとんどの個体に共通して、外面に

は粗い縦ハケメ、内面には横ハケメ調整を施している。

これらの鉢を比較すると、24→ 28→ 20へ の変化が見て取れる。24では回縁部の拡張はみられず、日縁

端部に面を持つのに対 して、28で はやや外方に拡張気味の口縁となる。さらに20で は口縁部内外への拡

張が大きくなり、外方では下側への折り曲げに近い状況となる。焼 き上がりも、24と 28で は褐色系で土師

質の色調を呈するが、20に おいては灰色で瓦質というべき色調である。また、20は やや薄手であることも

特徴の一つである。

これらの鉢の年代であるが、本遺跡の南西 13km弱のところにある草戸千軒町遺跡では、SD760、 SD4

445。 4446、 SE4720な どから類似する鉢が出土している。これらはほとんどが口縁端部が拡張されたもの

であるが、いずれも草戸Ⅳ期後半 (15世紀末～16世紀初頭)に位置付けられている。岡山県内では百間

川米田遺跡溝 122下層から、口縁端部の拡張が弱い個体が出土しているが、こちらはおおむね15世紀代

に属していると思われる。このことから、本遺跡の鉢についても、これを相前後する時期、おおよそ15世

紀～16世紀前半頃があてられよう。

30～ 41は 、土師質～瓦質土器の羽釜である。 (第 9。 10図 )

ほとんどの個体に煤が付着していることから、煮沸容器を蔵骨器として転用したものが多いことが伺え

る。各個体は、おおむね外面上半がハケメ後ナデ調整、下半が縦ハケメ調整(内面が横ハケメ調整であ

り、その多くが一つの個体の中で粗いハケメ・細かいハケメ・微細なハケメを使い分けている。これらの

羽釜は、成形時には分割して作成した上半と下半を、鍔のあたりで接合して作られている。ほとんどの個

体では、接合後内面に横ハケメを施して接合痕を消そうとしているが、34で は接合後のハケメ調整を行つ

ていない。また、33と 40の接合部内面はナデ調整を行っている。39と 40で は、胴部と底部の境界が明瞭

に区分でき、やや平底気味となるのに対して、30・ 35・ 41で は境界が不明瞭で、より丸底に近い底部であ

る。

31は 、ほとんど完形に復元できる個体である。完全に黒色の瓦質土器であり、他の羽釜と若干異なる

様相を呈している。横幅が広く、底部の器厚が薄い。内面はハケメというよリヘラ状工具で丁寧なナデ調

整を行っている。出土時には、内部に口縁部破片とともに13 cm角 の平瓦片が落ち込んでおり、これを蓋と

して利用していたものと思われる。32は 、検出時には40 cm× 20 cmの 長方形の蓋石が口を塞いでおり、ほ

ぼ完形の状態を保つていた。煮沸容器としての使用時に、片方の釣手が折れたため、つるを付けるため

の円子しを2カ 所に開けて使用していたようである。36の 内部からは、結品質石灰岩の小片が出土している。
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38は 、水平ではなく傾いた状態で出土したが、ほとんど完形に復元できることから、元来傾いたままで埋

納されたものと思われる。内部には空風輪 (84)が落ち込んでいた。

このように体部に鍔を持ち、日縁部を直立させる羽釜の時期について、草戸千軒町遺跡では、草戸Ⅳ

期前半(15世紀後半)か ら出現し、Ⅳ期後半 (15世紀末～16世紀初頭)に 出土量が増加すると考えられて

いる。岡山県内においても、津寺遺跡溝 9・ 11・ 12・ 14や 園井土井遺跡など、おおむね15世紀以降にお

いて多く認められる器種である。したがつて本遺跡でも、これらの羽釜の年代は、おおむね15世紀以降

のものと考えたい。

その他の遺物として、蔵骨器の蓋や台などに使用されていたと思われる平瓦、蔵骨器周辺から出土し

た土師質の椀や小皿などがある。 (第 10図 )

42は 、亀山焼の16と ともに出土した軒平瓦片である。蔵骨器の蓋として使用されていた可能性がある。

中心飾は立体的な宝珠で、短い唐草文が展開する。

43は 、亀山焼の17と ともに出土した土師質椀である。このように、本遺跡では、蔵骨器の破片に混じっ

て土師質の椀や皿の破片が出土しているケースがあるが、椀や皿はいずれも細片であり、各蔵骨器と直

接関係があるものかどうかは断言できない。

44は 、亀山焼の9と ともに出土した土師質皿である。45は 、上層の流土中より出土した土師質皿である。

どちらも口縁部から底部まで全体がゆるやかに湾曲し、日縁端部がわずかに内湾する器形であると思わ

れる。園井土井遺跡で、類似する皿が多数出土している。

46は 、調査区中央北端付近から出土した瓦質土器の指鉢である。4分の1程度の破片であり、これが

蔵骨器として使用されていたものかどうかは不明である。日縁端部が拡張されており、体部外面には粗い

ハケメ調整を施している。色調は黄灰色で土師質に近い。15世紀代に属すると思われる。
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1.壺

番号 遺物番号 遺構・遺存状態 原位置

遺 物 の 特 徴
備 考

口径 胴最大径 底 径 胎  土 色調 (外/内 )

一亜 1 完形 ○ 11.0 18.7 13.2 粗砂 (細礫含) 光沢ある赤茶褐色 器高 19.3 cm

一霊 複数個体の破片が集中 ×

(11.2) 粗砂 光沢ある赤茶褐色

阻砂 (微礫含) 淡青灰色

12.4 阻砂 (細礫含) 赤茶褐/濃青灰色

一亜 胴下半のみ △ 10.8 阻砂 (細礫含) 赤白～赤紫/紫～明紫色

一亜 肩部以下残存 ○ 18.0 12.9 粗砂 (細礫含) 濃青灰色

一亜 須恵質の肩部以下 X (17.0) 11.0 粗砂 (細礫含) 暗青灰/赤茶褐～青灰色 雀口あり

響
霊 包含層出土 × 126 13.0 粗砂 (細礫含) 光沢ある赤茶/濃青灰色

表 1 火葬蔵骨器一覧

2.甕

番号 遺物番号 遺構・遺存状態 原位置

遺 物 の 特 徴

備  考

口径 胴最大径 底径 胎  土 色調 (外/内 )

甕 1 丸底の底部残存 ○ 粗砂 (砂粒多) 淡褐色 劣化が著しV

棗 2 集石中から破片を回収 △ 17.8 (27.7) 細砂 白茶褐色 土師質皿小片伴う

甕 3 嘆部残存・中に空風輪 ○ 23.3 鯛砂 (黒色粒多) 濃青灰色

甕 4 丸底の底部残存 ○ 粗砂 暗青灰/ill褐色 底部穿孔

甕 5 洞部下半残存 ○ 23.3 31.7 細砂 (黒色粒多) 淡青灰/灰褐色

甕 6 丸底底部割れて残存 ○ 細砂 淡青灰色 平瓦・土師質椀小片

甕 7 洞部下半残存 ○ 18.6 29.8 鯛砂 (黒色粒多) 青灰褐/淡褐色 土師質椀小片伴う

発 8 丸底の底部残存 ○ 17.6 鯛砂 赤茶褐色

甕 9 丸底底部割れて残存 ○ 細砂 青灰褐色

甕 10 成片が集中 × 23.0 細砂 青灰褐色

甕 11 犬骨埋葬で壊され破片に △ 細砂 淡青灰色～淡灰色 土師質椀伴う

甕 12 口縁破片を回収したのみ × 25.0 細砂 淡暗灰/灰色 平瓦・軒平瓦が近接

発 13 洞部下半残存 ○ 23.2 28 0 細砂 灰 色

甕 14 洞下半残存・中に空風輪 ○ 23.0 30.6 17.8 粗砂 (砂粒多) 青い青灰色 a:膵327.4 cm
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3.鉢

番号 遺物番号 遺構・遺存状態 原位置
遺 物 の 特 徴

備  考

口径 底径 器高 胎  土 色調 (外/内 )

鉢 1 口縁部まで1/2残存 ○ 20.7 (14.3) 10.5 粗砂 (砂礫多) 淡青灰/灰色

鉢2 胴部以下残存 ○ 15.6 粗砂 (砂礫多) 淡青灰褐/灰褐色

鉢3 鉢小破片と平瓦片2点 × 細砂 暗褐色/灰色

鉢 4 鉢小破片と平瓦片多数 × 粗砂 (砂礫多) 暗青灰色 土師質杯小片伴う

鉢 5 底部残存 ○ (17.3) 13.5 粗砂 (砂礫多) 褐色

鉢6 底部の一部が残存 △ (11.8) 粗砂 (砂粒多) 濃褐色

鉢 7 口縁部以下割れて残存 ○ 24.3 13.6 12.0 粗砂(砂粒多) 赤茶褐色

鉢8 成片数点 × 23.4 粗 砂 濃褐色

鉢 9 成片数点 × (18.4) 粗砂 (砂礫多) 赤褐色

鉢 10 釜21に 口縁破片混在 × (26.8) 粗砂 (砂礫多) 濃褐色

4.羽  釜

番号 遺物番号 遺構・遺存状態 原位置

遺 物 の 特 徴
備  考

口径 胴最大径 器高 胎  土 色調 (外/内 )

釜 1 肩部まで1/2残存 ○ 13.2 18.5 細砂 淡灰褐色

釜 2 粉々に割れて出土 △ 粗砂 (砂粒多) 茶褐色

釜 3 肩部以下残存 ○ 15.8 34.5 19.8 粗砂 (砂粒多) 黒色 13 cm角 の平瓦片在中

釜 4 ほぼ完形 ○ 30.4 19.6 粗砂 (砂粒多) 濃青灰褐色

釜 5 鍔部以下残存 ○ 13.3 32.4 粗砂 (砂礫多) 灰色/濃青灰色

釜 6 割れて出土 △ 粗砂 (砂粒多) 茶褐色 長方形の平瓦出土

釜 7 鍔部以下残存 ○ 14.0 31.3 20.5 粗砂 (砂礫多) 灰白/青黒～灰色

釜 8 肩部以下残存 ○ 14.8 31.3 20.2 粗砂 (砂礫多) 淡褐色

釜 9 破片数点 × 粗砂 (砂粒多) 暗褐色

釜 10 破片1/4個体分残存 △ (32.3) 粗砂 (砂粒多) 灰白～灰黒色

釜 H 破片数点 × 粗砂 (砂粒多) 暗灰色

釜 12 鍔部以下残存 ○ 32.5 粗砂 灰 色 結晶質石灰岩細片在中

釜 13 破片多数が集中 × 鯛砂 淡青灰色

釜 14 肩部以下残存 ○ (14.7) 30.7 20.4 粗砂 (砂礫多) 茶褐色

釜 15 破片が集中 × 粗砂 (砂粒多) 淡赤褐色

釜 16 破片が集中 × 細砂 淡青灰褐色

釜 17 破片数点 × 粗砂 (砂粒多) 暗褐色

釜 18 破片数点 × 粗砂 淡暗灰褐色

釜 19 肩部以下傾いて出土 ○ 13.0 30.8 20.4 粗砂 (砂粒多) 淡黒灰色 空風輪中から出土

蜜き20 鍔部以下残存 ○ 31.2 粗砂 (砂礫多) 青褐色

釜21 鍔部以下1/2残存 ○ 32.2 粗砂 (白 色粒多) 暗灰褐～灰色

釜 22 胴～底部破片4点 △ 粗砂 黒灰褐色

釜23 鍔部以下1/2残存 ○ 31.0 粗砂 (砂粒多) 暗青灰色
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第 3節 土器棺墓

火葬蔵骨器をすべて取り上げた後、調査区南半において土器棺墓3基が検出された。土器棺には「亀

山系土器」と呼ばれる瓦質土器の大甕が使用されており、火葬蔵骨器群よりも時期が下るものと思われる。

棺の中からは若干の副葬品が出土したが、人骨は全く残存していなかった。

土器棺3の西側約 50 cmで検出された深さ約40 cmの 土墳では、その内部でさらに直径約 50 cm、 深さ約

20 cmの 円形の窪みが確認された。窪みの形状から、盗掘により抜き取られた大甕の底部痕跡であると思

われる。また、この他にもいくらか土墳が確認できるが、いずれも深さ20 cm程 度のひとまわり小さい穴で

あり、その性格は不明である。

土器棺 1

大甕の下半部が原位置を保って出土した。体部上半は地表に露出したためか、肩部の一部を除いて大

部分が失われていたが、口縁部の一部が中に落ち込んでいた。甕の中から銅銭13枚が出土した。

47は復元口径 46。 8 cm、 底径36,6 cmで ある。日縁端部は若干上下に拡張し、ごく浅い凹線状の窪みが

2条施されている。体部外面は縦ハケメの後に粗大な格子タタキが施され、内面は粗いハケメ調整で仕

上げられている。底部外面は、格子タタキの後さらに粗いハケメ調整。色調は淡黒褐色から淡茶褐色を

呈し、比較的堅硬な焼き上がりである。

銅銭 (50～ 55)は 、13枚のうち7枚が紐を通した状態のままで出土したことから考えて、もとは1ま とめ

に紐に通された状態で納められていたものと思われる。紐を抜いて7枚銭を分離したが、錆化が進行し

ており文字は判読できなかった。

0         1m

第 11図 土器棺墓群 (1/40)

_4'

一―
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土器棺 2

土器棺 1の 西側約 70 cmの位置に検出した。蓋石が地山よりも低い位置になるほど深い土墳に埋納され

ていたため、完全な状態で遺存 していた。土墳の平面形は楕円形を呈しており、長径約 110cm、 深さ約

70 cmで ある。蓋石は平面形が約 50 cm× 40 cmの 長方形で偏平な石を使用している。蓋石には透き間があ

ったものの、甕内部への流入土はほとんど見られなかった。甕の底部内面には、青白色を呈する粘土が

こびりついており、そこから銅銭 54枚 と、鉄製品2点が出土した。

48は 口径 45。 8 cm、 胴部最大径 59.2 cm、 器高63.4 cm、 底径 40。 4 cm。 口縁端部は上方への拡張が顕著

である。日縁部内面には、焼成前に「×」形の記号が 15 cmの 間隔をあけて2カ 所に刻まれている。体部外

面はやや粗い縦ハケメの後、ナデで調整を行い、その後で粗い縦ハケメを杜撰に施す。内面は粗いハケ

メ調整。底部外面には粗大な格子タタキを施す。底部は一部の破片が細片となって失われたためか、完

全には復元できなかった。色調は淡褐色で、比較的堅硬な焼き上がりである。

銅銭 (56～ 61)は、54枚のうち44枚が紐を通した状態のままで出土したことから、やはり1ま とめの差し

銭の状態で納められていたものと思われる。44枚の銭塊には布の付着が見られることから、袋もしくは布

に包んで埋納したことが予想される。鉄製品62と 63は刃物のようであるが、錆化が著しく全体の形状がつ

かみにくい。62は全体に本質痕が付着しているが、63には木質はない。

土器棺3

土器棺2の南西約 16ocmの 位置に検出した。深さ約 50 cmの 土墳の中に|、 粉々に割られた回縁部・月同

部・底部の破片が角礫 とともに散在していたことから、一度掘 り出された大甕が、割れた後で放棄された

ものと考えられる。甕の破片に混じって、銅銭 17枚 と硯 1′点が出土した。

49は復元口径 47.O cm、 復元底径 36。 2 cm。 日縁端部は上方に拡張され、日縁部内面には焼成前に「×」

形の記号が刻まれている。この記号は3カ 所以上施されたことが確認できるが、等間隔で刻まれたものか

どうかは不明である。体部外面は粗い縦ハケメの後ナデ調整、内面は粗い横ハケメ調整。底部外面には

粗大な格子タタキを施す。色調は外面が暗茶褐色で内面が赤茶褐色。比較的堅硬である。

銅銭 (64～ 78)は 、17枚すべてが密着した銭塊の状態で出土した。銭に通していた紐は失われていた

ものの、やはり差し銭の状態で納められていたものと思われる。79は 短冊形の長方形硯である。石材は

凝灰岩を使用している。全体が丁寧に磨かれており、角になる部分は、ごくわずかに削って角を落として

いる。長径 7.55 cm、 短径 2.65 cm、 厚さ6 nllnと 小形であり、携帯用の硯 と考えられる。

土器棺として使用されていた大甕は、岡山県内では、鴨方町沖の店遺跡 2区溝・4区包含層や、倉敷市

亀山遺跡の土器溜り9上面などに類例がみとめられる。伊藤晃によって亀山系土器群とされ、室町時代後

半 (15世紀後半～16世紀全般)の年代が与えられているものである。当遺跡の出土例では、甕の中から

出土した銭貨は、確認した限りすべて渡来銭であり、寛永通賓は1枚 も含まれていないことから、17世紀

前葉以前の年代が与えられよう。

参考文献

伊藤晃「第11章窯業第2節 中世窯業生産」近藤義郎編『岡山県の考古学』 1987年

伊藤晃・浅倉秀昭。江見正己「山陽自動車道建設に伴う発掘調査2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』421981年

岡田博「亀山遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』69 1988年
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0           20cm

第 12図 遺物実測図 (土器棺)(1/8)

-20-



⑬
６０

9緻

‐［‐‐‐‐‐‐‐‐――‐‐［‐‐‐‐‐―‐‐――――‐‐――‐‐――‐‐――‐―‐‐］卜物７９

①
５５
⑬
５９

０
６８
③
７４

０
６７
０
７３
①
７８

③
５３

③
５２

◎
５‐

⑩ ⑬
64

⑩
５０
⑩
５６

①
６‐

③
６９
③

３６

―
ハ
リ
〃
Ｆ

―

■
０

１

∩
吻
７

(副葬品)(1/2)

土器棺3(17枚 )

62

日
躙

圏

脇

豚

胸

脇

り

一

図

◎
６６
⑩
７２
①
詢

◎
６５
◎
７‐
０
％

①
７０
鯰

0                   10cm
75

銭  名 国名 初鋳年 備   考

開元通賓 唐 背上月

至道元賓 北 宋

至道元賓 北 宋

元豊通賓 ? 北 宋

元□通賓 北 宋 1078-98 (豊・祐・符)

元祐通賓 北 宋

元祐通賓 北 宋

大観通賓 北 宋

政和通賓 北 宋

政和通賓 北 宋

政和通賓 北 宋

淳熙元賓 南宋 背月星

大定通賓 金

景定元賓 南宋

永楽通賓 明

永楽通賓 明

判読不能 1オ文

表 2 土器棺内出土銭貨一覧

土器棺 1(13枚 )

銭   名 国名 初鋳年 備  考

開元通賓 唐

太平通賓 北 宋

天聖元賓 北 宋 1023

元祐通賓 北 宋

紹聖元賓 北宋 1094

淳熙元賓 南宋 1174

紹□元賓

判読不能 6枚

土器棺2(54枚 )

銭  名 国名 初鋳年 備  考

開元通賓 唐

至道元賓 北宋

成平元賓 Jヒ宋 998 他43枚

熙寧元賓 北宋 1068

元豊通贅 北宋

永楽通賓 明

□□通費

判読不能 4枚
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第 4節 五 輪 塔

調査区内からは、五輪塔が散乱した状態で出土した。空風輪の数によって、小形の五輪塔が最低 9基

は墓地内に造立されていたことがわかる。五輪塔はいずれも同程度の大きさのものである。

その分布は、おおむね調査区北端の甕 1周辺 (80～ 83・ 91093・ 98日 100)、 調査区南端の道状平坦部

付近 (88～ 90・ 92・ 94)、 そして中央頂上付近 (95口 97・ 99)の 3カ 所に集中している。調査区端部出土の

ものは、上方から転落したものであろう。また、空風輪 84・ 85口 87は それぞれ蔵骨器内部に落ち込んで

いたものであり、86と 96は採集品である。

出土した五輪塔はすべて図示している。空風輪 9個体、火輪 6個体、水輪 2個体、地輪 4個体である。

石材は、花同岩の 83、 角礫凝灰岩の87を 除けば、すべて結晶質石灰岩である。

空風輪は2種類あり、空風の境界が比較的明瞭で、空輪が球形の宝珠を呈するもの (80～ 83)と 、空風

の境界が比較的不明瞭で、空輪上部の突出が大きいもの (84～ 86)と がある。

火輪も2種類あり、軒の反りが大きく下面が平坦なもの (89～ 91)と 、軒の反りがほとんどなく、下面を

含めて全体に丸い形態のもの (92093)と がある。

水輪は、最大径が中央よりやや上にある。

地輪は、上面に円形の差し込み部を有するもの(97)も ある。下面はやや雑に整形しているため、凹凸

が激しい。

0       10      20cm
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ヽ

―

ノ

、
‐

‐
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／
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第 14図  遺物実測図 (五輪塔)(1/8)
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第 4章 ま と め

1.御尊堂遺跡の性格について

御尊堂中世墓地は、標高 152m程度の丘陵頂部にある、やや平坦な土地を利用して営まれている。こ

の場所は特に小高い小丘陵の上であり、周囲への眺望が優れている。

御尊堂遺跡が墓地として営まれ始めたのは、鎌倉時代後半頃であると思われる。そして、それから鎌倉

末～南北朝頃、すなわち14世紀代にかけて、備前焼の壺と亀山焼の甕を蔵骨器として使用した数基の墓

が造営されている。

15世紀以降の室町期になると、備前焼、亀山焼に加えて土師質～瓦質の鉢と羽釜が蔵骨器として使用

されるようになる。前段階にはわずか数基の墓が営まれただけであるのに対して、15世紀から16世紀に

かけては、実に50基近くの墓が造られている。しかも、鉢や羽釜といった日常の生活用具を転用した蔵

骨器が大部分を占めているのである。これは、当初、この地域の有力な在地武士層の一統墓として造営

され始めた御尊堂が、しだいに被葬者層が拡大したことに伴って、より共同墓地としての性格を強めてい

ったことを表しているのではないだろうか。ただしこの場合、被葬者はあくまでも武士階級と考えるべき

であろう。こうして御尊堂は、有力武士層の一統墓から地侍衆の共同墓地へと変化していったことが推察

されるのである。また、当地にあったという伝承の残る西光寺は、中世墓地に隣接する墓寺としての性格

を合わせ持っていたことも想起される。

そして蔵骨器の使用は16世紀代まで続いたと思われるが、ある時点で亀山系瓦質土器の大甕による土

器棺墓へと変化していく。これら土器棺墓の年代は、16世紀～17世紀前葉に比定される。そして、土器

棺墓数基が営まれた後、御尊堂における造墓活動は断絶している。御尊堂中世墓地の廃絶については、

直接には政治的。社会的要因によるものと考えられる。ここ御尊堂遺跡は伝西光寺跡の一部であり、西光

寺が江戸時代前半に下稲木へと転出した、とする伝承があるが、そうだとしても墓地の廃絶とはやや時期

が合わない。

2.伝西光寺跡について

西光寺は、真言宗の寺院で、現在は井原市の下稲木町にある。しかし、この寺はかつて笠岡市入田と

井原市上稲木にまたがる丘陵周辺にあったという伝承が地元に伝わっている。これが伝西光寺跡である。

伝西光寺跡の周辺は、現在でも西光寺の檀家となっている。

西光寺移転の時期について記した文献は少ない。江戸時代末期のF備 中誌』において、

「摩尼山西光寺 本寺嵯峨大覚寺末也 本堂 客殿 庫裏 門

此寺昔は西光坊とて向ふの山に在て六坊の内也といふ 享保年中今の地に移すといふ」とある。

F小田郡誌』下巻では、

「西光寺 下稲木 古義真言宗 本山高野山金剛峯寺 元禄十三年の再建 檀家五百軒」などとし、同

上巻では「元禄十二年 上稲木より移韓」と記述している。

享保年中(1716～ 35年 )あるいは元禄12年 (1699年 )の記述から、西光寺が当地から下稲木へと移転

した時期は、17世紀末から18世紀前葉頃の江戸時代前半期としておきたい。地元では、この移転は、大

火により焼失したことが原因であるとも伝えられているが、真偽のほどは定かではない。

次に、現在確認できる伝西光寺跡の遺構を概観したい。
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いな ぎ   すげ   とうこう  よこ や

南側山麓 (入 田側)に は、建物跡といわれる場所が4カ所存在し、それぞれ稲木坊、菅坊、東光坊、横屋

坊と呼ばれている。稲木坊と菅坊には、山麓の斜面を切つて造られた若干の平坦面が残っている。菅坊

は御尊堂の南側登り口にあたる。策晃坊は山の中腹にあるが、そこには現在観音堂などが祀られていて、

参拝者も訪れている。横屋坊は、東光坊と同じ山の山麓付近にあったらしい。なお、これらの坊は、ス

ゲ。東光坊・横屋という字名を今に残している。

丘陵北側 (上稲本側)に は、中坊という名のついた丘があり、現在畑として使用されている。また、斜面

を切って造つた平坦地があり、やはり畑として使用されているが、ここは寺屋敷と呼ばれており、建物の

跡といわれている。かつてその畑の入り口付近に丼戸があつたともいう。

御尊堂の北西側、現在小集落がある丘陵上のやや平坦な部分にはクヌギの巨本が立っており、荒神様

と、御尊堂遺跡とほぼ同時代の五輪塔・宝筐印塔の部品が祀られている。また、この山を総称して堂山と

もいう。その他にも、ヤナン坊とか山林坊と呼ばれている山がある。

これ以外にも、北側 (下稲木側)のふもとへと下りる道中に建物があり、そこには西光寺にゆかりのある

尼僧が住んでいたことを直接記憶している古老がいるが、現在では建物もなくなり、場所もはっきりとわか

らない。

">|ミ
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図版 1

1.御尊堂遠景

(西側中坊から)

2.調査区西半

(南 から)

3.調査区東半

(南西から)



図版 2

一
・一
一
・一
一一

1.釜 7、 釜 5、

釜 6、 鉢 1

釜 4、 釜 3

出土状況

(北東から)

2.壺 1、 甕 3、

釜 2、 甕 2

釜 1

出土状況

(西 から)

3.黎雲4、 ヨ事5

釜 8、 釜 9

鉢 2、 釜 12

出土状況

(南 から)



1.甕 2の石囲い (西 から)

図版 3

2.甕 3出土状況 (東 から)

3.甕 7出土状況 (西 から) 4.甕 13出土状況 (南東から)

5.甕 14出土状況 (南 から)

7日 釜 7、 釜 5出土状況 8.釜 14出土状況 (西 から)
(Jヒ東から)



1.釜 19出土状況 (東 から) 2.釜 20、 釜7出土状況 (南東から)

3.鉢 4の平瓦出土状況 (南西から) 4.調査区北端部五輪塔出土状況 (西 から)

(南西から) 6.土器棺 1出土状況 (西 から)

8.土器棺 3出土状況 (西 から)7.土器棺 2出土状況 (南 から)



図版5 蔵骨器①



図版6 蔵骨器②



図版7 蔵骨器③



図版 8 土器棺墓・五輪塔
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